
愛知医科大学看護学部　カリキュラムチェックリスト
○印：該当するディプロマ・ポリシー

No.１

人文科学

国語表現法 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
英語Ⅰ 必修 〇
英語Ⅱ 必修 〇
哲学 選択 〇
文学 選択 〇 〇 〇
教育学 選択 〇 〇
音楽 選択 〇 〇 〇
医療英語 選択 〇
手話 選択 〇 〇
中国語 選択 〇 〇
スペイン語 選択 〇 〇 　
社会科学

憲法学
看護師課程：選択
保健師課程：必修

〇 〇 〇 〇

文化人類学 選択 〇 〇 〇
経済学 選択 〇 　 　
家族社会学 選択 〇 〇
自然科学

統計学 必修 〇
数学 選択 〇
生命科学 選択 〇
化学 選択 〇
物理学 選択 〇
情報科学 　 　
情報科学Ⅰ 必修 〇 〇
情報科学Ⅱ 必修 〇

別表３

科目群 科目 必修/選択

①
人を全人的に
捉え，生命の
尊厳を重んじ
る豊かな感性
と倫理観を身
につけてい
る。

②
人々の暮らし
を支え，地域
社会の健康
増進に貢献で
きる能力を身
につけてい
る。

③
保健医療福
祉のチームの
一員として信
頼関係を築
き，連携・協
働する能力を
身につけてい
る。

④
グローバル社
会における看
護の役割を理
解し，異なる
言語・文化背
景に配慮した
看護を実践で
きる能力を身
につけてい
る。

⑤
看護専門職
者として多様
な状況に対応
し，科学的根
拠に基づく看
護を実践でき
る基礎的な能
力を身につけ
ている。

⑥
看護専門職
者として専門
性を自律的に
探究し，継続
的に向上させ
ていく姿勢を
身につけてい
る。

教
養
科
目
群



○印：該当するディプロマ・ポリシー

人間の理解
心理学 必修 〇 〇 〇
人間学 必修 〇
形態機能学Ⅰ 必修 〇 〇
形態機能学Ⅱ 必修 〇 〇
生化学 必修 〇 〇
社会福祉学 必修 〇 〇
健康の理解
感染・免疫学 必修 〇 〇
病理学 必修 〇 〇 〇
薬理学 必修 〇 　
病態治療学Ⅰ 必修 〇
病態治療学Ⅱ 必修 〇
病態治療学Ⅲ 必修 〇
運動の科学 選択 〇 〇 〇 〇 〇
体育実技 選択 〇 〇 〇
環境の理解
栄養学 必修 〇 〇 〇
環境保健学 必修 〇 〇
公衆衛生学 必修 〇 〇 〇
疫学 必修 〇 〇 〇 〇
保健医療福祉行政論Ⅰ 必修 〇 〇 〇 〇
保健医療福祉行政論Ⅱ 保健師課程：必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇

科目群 科目 必修/選択

①
人を全人的に
捉え，生命の
尊厳を重んじ
る豊かな感性
と倫理観を身
につけてい
る。

③
保健医療福
祉のチームの
一員として信
頼関係を築
き，連携・協
働する能力を
身につけてい
る。

④
グローバル社
会における看
護の役割を理
解し，異なる
言語・文化背
景に配慮した
看護を実践で
きる能力を身
につけてい
る。

⑤
看護専門職
者として多様
な状況に対応
し，科学的根
拠に基づく看
護を実践でき
る基礎的な能
力を身につけ
ている。

⑥
看護専門職
者として専門
性を自律的に
探究し，継続
的に向上させ
ていく姿勢を
身につけてい
る。

専
門
基
礎
科
目
群

②
人々の暮らし
を支え，地域
社会の健康
増進に貢献で
きる能力を身
につけてい
る。



○印：該当するディプロマ・ポリシー

基礎看護
コミュニケーション論 必修 〇
看護学原論Ⅰ 必修 〇 〇 〇 〇 〇
看護学原論Ⅱ 必修 〇 〇 〇 〇
看護倫理 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ヘルスアセスメント 必修 〇 〇 〇
基礎看護技術Ⅰ 必修 〇 〇 〇
基礎看護技術Ⅱ 必修 〇 〇 〇 〇
感染看護学 必修 〇 〇 〇 〇 〇
看護過程論 必修 〇
地域・在宅看護
ヘルスプロモーション論 必修 〇 〇
災害看護学 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公衆衛生看護学Ⅰ 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公衆衛生看護学Ⅱ 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
地域・在宅看護論Ⅰ 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
地域・在宅看護論Ⅱ 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
保健指導論 保健師課程：必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇

学校看護学
看護師課程：選択
保健師課程：必修

〇 〇 〇 〇 〇 〇

産業看護学
看護師課程：選択
保健師課程：必修

〇 〇 〇 〇 〇 〇

健康教育論
看護師課程：自由
保健師課程：必修

〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヘルスプロモーション看護
生涯発達論 必修 〇 〇
母性看護学Ⅰ 必修 〇 〇 〇 〇
小児看護学Ⅰ 必修 〇 〇 〇 〇 〇
老年看護学Ⅰ 必修 〇 〇 〇 〇
家族看護学 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③
保健医療福
祉のチームの
一員として信
頼関係を築
き，連携・協
働する能力を
身につけてい
る。

④
グローバル社
会における看
護の役割を理
解し，異なる
言語・文化背
景に配慮した
看護を実践で
きる能力を身
につけてい
る。

⑤
看護専門職
者として多様
な状況に対応
し，科学的根
拠に基づく看
護を実践でき
る基礎的な能
力を身につけ
ている。

⑥
看護専門職
者として専門
性を自律的に
探究し，継続
的に向上させ
ていく姿勢を
身につけてい
る。

看
護
学
専
門
科
目
群

科目群 科目 必修/選択

①
人を全人的に
捉え，生命の
尊厳を重んじ
る豊かな感性
と倫理観を身
につけてい
る。

②
人々の暮らし
を支え，地域
社会の健康
増進に貢献で
きる能力を身
につけてい
る。



○印：該当するディプロマ・ポリシー

　

健康レベル別看護
母性看護学Ⅱ 必修 〇 〇 〇 〇 〇
小児看護学Ⅱ 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
老年看護学Ⅱ 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
成人看護学Ⅰ 必修 〇 〇 〇
成人看護学Ⅱ 必修 〇 〇 〇 〇 〇
成人看護学Ⅲ 必修 〇 〇 〇
精神看護学Ⅰ 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
精神看護学Ⅱ 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
クリティカルケア論 必修 〇 〇 〇 〇 〇
ターミナルケア論 必修 〇 〇 〇 〇 〇
リハビリテーションケア論 必修 〇 〇 〇 〇 〇
総合看護
教養ゼミナール 必修 〇 〇
チーム医療論(IPE) 必修 〇 〇 〇 〇 〇
看護研究方法論 必修 〇 〇 〇 〇
実践看護英語 必修 〇 〇
国際看護学Ⅰ 必修 〇 〇 〇 〇 〇
国際看護学Ⅱ 必修 〇 〇 〇
看護管理論 必修 〇
卒業研究Ⅰ 必修 〇 〇
卒業研究Ⅱ 必修 〇 〇

③
保健医療福
祉のチームの
一員として信
頼関係を築
き，連携・協
働する能力を
身につけてい
る。

④
グローバル社
会における看
護の役割を理
解し，異なる
言語・文化背
景に配慮した
看護を実践で
きる能力を身
につけてい
る。

⑤
看護専門職
者として多様
な状況に対応
し，科学的根
拠に基づく看
護を実践でき
る基礎的な能
力を身につけ
ている。

⑥
看護専門職
者として専門
性を自律的に
探究し，継続
的に向上させ
ていく姿勢を
身につけてい
る。

看
護
学
専
門
科
目
群

科目群 科目 必修/選択

①
人を全人的に
捉え，生命の
尊厳を重んじ
る豊かな感性
と倫理観を身
につけてい
る。

②
人々の暮らし
を支え，地域
社会の健康
増進に貢献で
きる能力を身
につけてい
る。
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ヘルスプロモーション実習 　
ヒューマニティ実習 必修 〇 〇 〇
コミュニティ実習 必修 〇 〇 〇 〇
母性看護学実習Ⅰ 必修 〇 〇 〇 〇 〇
小児看護学実習Ⅰ 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
老年看護学実習 必修 〇 〇 〇 〇
基礎看護実習
基礎看護学実習Ⅰ 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
基礎看護学実習Ⅱ 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
形態機能学実習 必修 〇 〇 〇 〇
健康レベル別実習
成人看護学実習Ⅰ 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
成人看護学実習Ⅱ 必修 〇 〇 〇 〇 〇
精神看護学実習 必修 〇 〇 〇 〇 〇
母性看護学実習Ⅱ 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
小児看護学実習Ⅱ 必修 〇 〇 〇 〇 〇
アドバンスケア実習
地域・在宅看護実習 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
クリティカルケア実習 選択 〇 〇 〇 〇 〇
プライマリケア実習 選択 〇 〇 〇 〇 〇
統合実習
統合看護実習 必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
保健師課程実習
公衆衛生看護学実習Ⅰ 保健師課程：必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公衆衛生看護学実習Ⅱ 保健師課程：必修 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③
保健医療福
祉のチームの
一員として信
頼関係を築
き，連携・協
働する能力を
身につけてい
る。

④
グローバル社
会における看
護の役割を理
解し，異なる
言語・文化背
景に配慮した
看護を実践で
きる能力を身
につけてい
る。

⑤
看護専門職
者として多様
な状況に対応
し，科学的根
拠に基づく看
護を実践でき
る基礎的な能
力を身につけ
ている。

⑥
看護専門職
者として専門
性を自律的に
探究し，継続
的に向上させ
ていく姿勢を
身につけてい
る。

臨
地
実
習

科目群 科目 必修/選択

①
人を全人的に
捉え，生命の
尊厳を重んじ
る豊かな感性
と倫理観を身
につけてい
る。

②
人々の暮らし
を支え，地域
社会の健康
増進に貢献で
きる能力を身
につけてい
る。


